
災害時の備え 

電気自動車と建物をつなぐ給電システム“V2H” 

V2Hとは「Vehicle to Home」の略称で、電気自動車に蓄えられた電力を「V2H機器」を通して建物に有効活用できる仕組みです。 
電気自動車の大容量電池と太陽光発電を活用すれば、停電時でも安心できる新たな防災対策として注目されています。 

電気自動車を“クルマ”としても、“蓄電池”としても利用できます。 

事業継続に必要最低限*な電気供給を長期間可能にします。 

クルマからの電気を利用 クルマから建物に給電 

太陽光発電や電力会社からの電気を建物からクルマへ蓄電 

万が一の停電時には電気自動車と太陽光発電との連携で・・・ 

* パソコンや携帯電話などの充電やLED照明やルームエアコン、電気ポットなどの利用など。 


